
サービスⅠ製品 / 技術イノベーションを 
" 機能の 五 表現に よ る統合型戦略   

てし， ) る 。 " 

200 み年り用 " 米国議筆力 

                                                                            リポー 卜 」で 鰍 。 技術革新を 
墓盤 とし 仁 経済構築の具体的な 政策提言として " ぽ 製品 

余 科学 " 認知科学 " 法律学。                                                                     
エシ ジニアリンバ まバっ迂 " さまさまな分野 奄 融合き 

し 、 サービスに注目 し その重要性を 強調してし 

  



: 製臆鰍頽一 ピス 提 雛の手段 

こ 占める割合が 凋菟 以上 % 超 元 
る 現代 種 余では " 社 余ゆ 窪客沫 新しいサービス 葎 求め   

であ るうと 穏料 であ る 

              レ ピット 

一力一ど 廿一ざ 

ここでも " 上記のよう江頭 く 捉え。 ㌃ ぢ一 ビス と 撰人 
ゆ 紬織がその目的 窪達威脊る 淀 めに 必要な活動 薮 支援 

寄ることであ る」と建議し 考察 彊 深めにし i, 簡単に 鰍 。 

姦しにがを蓮に。 その人のぞ ぽ にが て " 適切 

片寄ることであ る " この 牡ポ一 いに 憩 人手だ 

ほ でなく 遷 稟を懐きこ㌻ 竃 ぬこまに寄る。                                                                 
鰯の支援につがても 囹様 

まの麟 - ビス支援機能㏄ ほ " ②手足落 
鰻機能 " ②情報 め 知識を提供寄る 知的 

支援機能 " ③ 安榊 安寧 ゆ 癒 し などの精神的支援機能 " 

さらに 拭 " これら 種効 栗駒効率的に 行う技術的支援機 

能 " などがあ る。 ど れまで人問 こ 本来もってがる 能力 
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製品提供者 製品コーヴ 一 

紺 "  " 鮎 

図ユ総合 客価 む e  革紐 

技術 仁 よって拡張してきた。 廷とえぽ 。 自動 董ま 移 

動を行う 拡張であ " 電話 は 遠 の人と 臼と 

冨の拡張 る。 テレ は 遠くのも ゆこと 聞き 

する と 翻 拡 。 コンピコ一 一は情報ゆ文書 処 
理寄る頭脳 拡 であ る。 つま 。 これらの技術 べ 

ースとする 完 して 製 蒜 " 人 活動 橿 き 

拡張して とが る。 し な " これら 製凹 

は完全な でほ く。 そ 能 成育るには " き 

に 9 分窪むなげ ばなら低い と 多い。 少 高 

紀 一 C 溺にとっ 番 - ても 従 以 に 多様な 一 

ビス 求められ " そ 重要性が高まっているこ 毒 

がる。 ここに。 新 し ヲ一 ビス研究 ゐ蕊び 開発 
，が生 れて る こ 掻 " は 「 ビ 」 

延め 支援 能 握 る る 。 珪素 -  ま 

とにする 本 的で 芽 常に重 

ヴ一 ビ   睦轍 。 鴇 ③ ぞ浅 a 弗ミ亀 。 王 。 韮ヒ るあ 

ら。 るブ ⑪セス 蓬刈 とするもので り 。 これに 忍多 

く 技術製品が使わ る。 し 廷がっ " 顧客極値 は " 

璽 「に 示 ずように。 製品そのも で i  る 「製品 禰 

健 」と れに絢加 し提 せされる「 繍 メ 。 これろを 

顧客な に使 い 狭田 こ 如しに「 個 日 ロ @ 値」 総 

和となる。 従 って " 転い意味での 智一   スは " これき 

堂体表 怠 もうきのであ る " 

ワ一ヒ ス。 サイエンス 

総合顧客価値に 占める智一ビ ス緬 値の割合憲次第に 
大きくなり " 製品自体の価値域低ト ぬ " ている " まの 糠 

自慰 " ぽ 技術の急速 ぬ 発展によ り 今後さらに 如 速され 

ると考えあ れる。 高が細荻建値の 新ぢ 一ぎス 分野に患 

多く新観参入者が 予想哀れ " d ので Ⅰ " かコ一ぢで 二一式 葎 
まく知ってがる 顧客側がらの ア で 臼 一チ。 顧客ニーズ 

立場が安き把握し 

ねての ぷ 一 % 一であ る。 

鰯網めて提供 ず べ き 高網 爾 

魑のぢ一 ビ ス螢野 で新にな 参 人者との競争紅さきされ 

るごとになる " 従 繋がるの 驚ノづ なりに 舶え " 「 雙ソ 」 

又 」にき " ユーザーニーズ 姦う眩 く 

取り込み、 「モ ノ 」と「サービス」 欝 

融合 衷園 な " 顧客満足に至る 全体 プはなス に配慮ぎる 
一 。 一六 一 " 、 やキ ㍉ " 十   必要があ る " ずな ねる。 こまに 笠 登る製造業にだって 

題妖 。 顧客満足に至る ぢ一 ビス機能 遼 " 特 

  



体では不十分で 他 と 組み合わせた 複 
供 が必要になる。 製品をワービス。 

イノベーションに 繋げなければならなし 
ワービス。 イノベーション。 マネジメン 

「サービス」レベルで は 。 人間的。 社会的。 技術的な 

統合が求められる 

戦略 む 一ドマップ / 
一ドマップに 代表され 

寝 し " さらに最近はダイナミック。 マ 

的に急速に発展している。 これは技術 
的 方法論として 注 

片口 一ラ 。 ロックウェル。 ハネウ ェ 

様で複合的な 科学 

まヅタ な 変健に " 

ビス。 繭場 " 社会までを 轄亜 に連結し 仁 統合戦略 閏一 

代 Ⅴ⑪丁の新しい 方法論として 
期待される。 

従来の戦略 B 一 ドラッピンバ は " 図 

縦軸に「市場」、 「製品」。 「 液 」。 「研究開発」のよう 
に 多層に分け " 各層マイルス 一ンを 設定し発展。 計 
画シすリ 才を時間軸で 表現している。 「製品は」 
ワービスを含めて「製品。 ワービス」として 捉 
だ。 しかしこれからほ " 市場と製品の 間にも う 

層 を独 豆 させることが 必要となる。 

議論がなされてい 

㌔ る 。 こうした 闘 

法論題提案する。 
ま凄 " 技術と製品の 連携に 鰍 " 専門技術領域 八と輌 

技術 ヤシ テリジェン ス が 

図 2 。 統合戦略ロ - ドマ ッ ピン 

  @ フ一 

    



  
  

ル として期待される。 

本 が創造し発展さ 遼迂ジゃ ストインタイ 

強 し " 「ジマストイン 

  テクノ ヲ窮ヂコ 
闘 ⑪丁の稟 髄 難い イ ソ ベージョンの 創 

論ゆ 手法を身につけ 
ろ 。 北陸先端科学 抜 

イ ソグ求 -- ミノ コ ンへの 転鞭 

軒 @O 紬 : ぷ舩 st@ 穐で @ 滞守 @ ぷ了 ) ㌢ ro 射 ひ C 部 6% 

To: ぃ執 S 竜 @ む丁 @ 御守 @ ぷ @ 丁 @ %% 安Ⅴ 盆む 0 詮 

一ア 一 - - ロ 七 ヱ 妥 憶 束宗八重洲キャンパスを 拠 

に テクノフ ロ デコーワ一の 竃成 

「技術家」であ る。 
あ らためて競争力とほ 何か。 取 猪瀬 博氏 
とは " 宍に戒め合う " 共生的 競 筆力という 

考え苑を示唆された 

割を分担する 実践的な 苑 法論で 
轡紀を リードする理俳として 意 
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